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要
旨　
本
稿
は
、
安
政
三
、四
年
（
一
八
五
六
、五
七
）
に
行
わ
れ
た
老
中
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
そ
の
も

の
の
実
態
解
明
は
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
調
査
史
料
も
あ
る
。
ま
た
、
幕
末
の
政
治
外
交
史
を
踏
ま
え
た
議
論
も
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
の
前
半
で
、
調
査
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
佐
倉
藩
の
調
査
実
態
を
概
観
し
、
後
半
で
、
調
査
に
至
る
経
緯
を
幕
末
の
政
治
外
交

史
を
踏
ま
え
考
察
し
た
。

　

安
政
三
年
に
は
佐
倉
藩
主
堀
田
正
睦
と
福
山
藩
主
阿
部
正
弘
の
二
人
の
老
中
が
調
査
団
を
派
遣
し
た
。
老
中
首
座
の
阿
部
正
弘
は
安
政
二
年
二
月
に
蝦
夷
地

上
知
を
決
定
し
、
翌
安
政
三
年
三
月
に
松
前
藩
か
ら
幕
府
へ
の
引
き
渡
し
が
完
了
し
た
。
し
か
し
、
蝦
夷
地
経
営
の
根
幹
に
関
わ
る
政
策
は
決
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
安
政
三
年
の
調
査
は
、
阿
部
が
政
策
決
定
の
た
め
の
情
報
を
欲
し
て
提
案
し
、
堀
田
の
賛
同
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

安
政
三
年
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
終
結
に
よ
り
幕
府
の
カ
ラ
フ
ト
政
策
が
転
換
し
た
年
で
あ
っ
た
。
翌
安
政
四
年
に
は
当
時
の
老
中
五
人
全
員
が
蝦
夷
地
に

調
査
団
を
派
遣
し
た
。
い
ず
れ
も
カ
ラ
フ
ト
に
赴
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
カ
ラ
フ
ト
政
策
の
転
換
が
安
政
四
年
の
調
査
派
遣
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と

見
ら
れ
、
単
純
に
安
政
三
年
の
調
査
の
延
長
線
上
に
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
幕
末
期
の
老
中
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
の
主
目
的
は
、
藩
主
の
幕
閣
で
の
職
務
に
必
要
な
情
報
収
集
で
あ
っ
た
。
本
来
、
蝦
夷
地
に
関

す
る
情
報
は
箱
館
奉
行
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
箱
館
奉
行
と
の
間
に
意
見
の
相
違
も
見
ら
れ
、
老
中
は
自
ら
情
報
を
入
手
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
先
行
研
究

で
は
調
査
の
目
的
と
し
て
、
藩
の
立
場
で
の
蝦
夷
地
開
発
、
藩
士
の
蝦
夷
地
進
出
も
注
目
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
調
査
団
は
幕
政
や
日
露
関
係
の
影
響
を
受

け
て
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
老
中
が
政
策
遂
行
に
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
た
め
の
調
査
と
い
う
視
点
こ
そ
重
要
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
幕
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蝦
夷
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調
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、
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中
、
佐
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藩
、
堀
田
正
睦
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は
じ
め
に

　

本
稿
の
課
題
は
安
政
三
、四
年
（
一
八
五
六
、五
七
）
に
行
わ
れ
た
佐
倉
藩
士

に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
を
素
材
に
、
老
中
が
蝦
夷
地
に
家
臣
を
派
遣
す
る
に
至
っ

た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

佐
倉
藩
主
堀
田
正
睦
は
、
安
政
二
年
一
〇
月
に
老
中
首
座
、
安
政
三
年
一
〇

月
に
対
外
関
係
の
専
任
で
あ
る
外
国
事
務
取
扱
に
就
任
し
た
。
当
時
の
蝦
夷
地

は
、
そ
の
開
発
や
日
露
国
境
画
定
、
箱
館
開
港
な
ど
で
政
治
的
・
外
交
的
に
重

要
な
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
幕
府
は
安
政
二
年
二
月
に
蝦
夷
地
直
轄
を

決
定
し
、
翌
安
政
三
年
三
月
に
松
前
藩
か
ら
の
引
き
渡
し
が
完
了
す
る
。
こ
の

直
後
に
堀
田
は
蝦
夷
地
に
家
臣
を
派
遣
し
た
。
安
政
三
年
に
は
堀
田
と
阿
部
正

弘
の
老
中
二
名
が
、
安
政
四
年
に
は
当
時
の
老
中
五
人
全
員
（
堀
田
正
睦
・
阿

部
正
弘
・
久
世
広
周
・
牧
野
忠
雅
・
内
藤
信
親
）
が
蝦
夷
地
に
家
臣
を
派
遣
し

た
。

　

安
政
期
の
老
中
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
、
杉

谷
昭
氏
の
「
安
政
年
間
に
お
け
る
蝦
夷
地
政
策
」
が
あ
る（

１
）。

杉
谷
氏
は
各
藩
の

調
査
記
録
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
箱
館
奉
行
村
垣
範
正
の
記
録
か
ら

各
藩
の
調
査
団
が
箱
館
奉
行
所
発
行
の
先
触
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
た
。
自
治
体
史
で
は
『
新
札
幌
市
史
』
が
こ
の
蝦
夷
地
調
査
を
取
り
上
げ
て

い
る（

２
）。『

新
札
幌
市
史
』
は
参
加
者
、
行
程
、
調
査
記
録
な
ど
基
本
的
な
事
項

を
整
理
し
、
現
札
幌
市
域
で
の
各
藩
調
査
団
の
行
動
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
濱
口
裕
介
氏
が
考
察
を
深
め
、
そ
の
目
的
を
「
①
上
知
直
後
の
蝦

夷
地
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
、
②
そ
の
上
で
幕
府
の
蝦
夷
地
経
営
方
針
を
検

討
し
、
ま
た
今
後
実
施
す
べ
き
具
体
的
な
開
発
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
、
③
そ

の
か
た
わ
ら
、
老
中
ら
が
お
の
お
の
の
藩
に
お
け
る
家
臣
を
在
住
と
し
て
蝦
夷

地
に
移
住
せ
し
む
こ
と
の
是
非
と
得
失
を
探
る
こ
と
」
と
整
理
し
た（

３
）。

調
査
の

背
景
や
調
査
活
動
の
実
相
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
り
、
濱
口
氏
の
研
究
が
現

在
の
到
達
点
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

佐
倉
藩
士
に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
に
つ
い
て
も
、
た
び
た
び
検
討
さ
れ
て
お

り
、
調
査
の
基
本
的
な
事
実
関
係
は
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た（

４
）。

し
か
し
、

こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
調
査
史
料
も
あ
り
、
本
稿
の
課
題
を
検
討
す
る

た
め
に
も
、
参
加
者
や
行
程
、
調
査
史
料
を
今
一
度
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

老
中
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
は
幕
末
の
政
治
外
交
史
と
密
接
な
関
わ
り
が

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
調
査
の
事
実
経
過
に
注
目
す
る
あ
ま
り
、
豊
富

な
研
究
蓄
積
の
あ
る
幕
末
の
政
治
外
交
史
を
踏
ま
え
た
議
論
が
十
分
に
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
幕
末
の
政
治
外
交
史
に
は
分
厚
い
研
究
蓄
積
が
あ
る
が
、
老

中
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
と
の
関
わ
り
で
言
え
ば
、
開
国
期
の
政
治
と
外
交

に
つ
い
て
考
察
し
た
後
藤
敦
史
氏（

５
）、

幕
末
期
の
蝦
夷
地
上
知
過
程
と
樺
太
問
題

に
つ
い
て
検
討
し
た
麓
慎
一
氏（

６
）、

カ
ラ
フ
ト
に
お
け
る
日
露
関
係
を
論
じ
た
秋

月
俊
幸
氏
の
研
究（

７
）な

ど
が
重
要
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
蝦
夷
地
調
査
は
老
中
の

蝦
夷
地
へ
の
関
心
を
示
す
事
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
老
中
家
臣
の

蝦
夷
地
調
査
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
幕
末
期
の
政
治
外
交
を
考
え
る
上
で
意
義

が
あ
る
。

　

以
上
の
先
行
研
究
と
課
題
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
老
中
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地

安政期の老中家臣による蝦夷地調査の背景 坂本　弘毅
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調
査
に
つ
い
て
、
佐
倉
藩
の
調
査
を
概
観
し
た
上
で
、
調
査
に
至
る
経
緯
を
幕

末
期
の
政
治
外
交
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
考
察
す
る
。
調
査
団
を
派
遣
し
た
五

つ
の
藩
の
な
か
で
佐
倉
藩
に
注
目
す
る
の
は
、
安
政
三
、四
年
の
二
年
間
に
わ

た
っ
て
調
査
し
た
点
、
調
査
記
録
が
豊
富
に
残
存
し
て
い
る
点
と
い
う
理
由
に

よ
る
。
す
な
わ
ち
、
佐
倉
藩
の
蝦
夷
地
調
査
は
当
該
期
の
歴
史
像
を
構
築
し
て

い
く
上
で
格
好
の
素
材
な
の
で
あ
る
。

一　

佐
倉
藩
の
蝦
夷
地
調
査

1
　
安
政
三
年
の
蝦
夷
地
調
査

（
1
）　
参
加
者

　

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
調
査
参
加
者
は
七
名
で
あ
っ
た
（【
表
1
】）。

黒
沼
隆
三
へ
の
蝦
夷
地
調
査
指
令
に
「
諸
事
窪
田
官
兵
衛
・
佐
治
岱
次
郎
・
佐

波
銀
次
郎
江
可
承
合（

８
）」

と
窪
田
が
筆
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
調
査
時
の
禄

高
を
踏
ま
え
る
と
、
リ
ー
ダ
ー
は
窪
田
と
判
断
で
き
る
。
派
遣
さ
れ
た
藩
士
は

漢
学
・
洋
学
・
兵
学
・
絵
な
ど
学
識
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
佐
倉
藩
家
臣
に
つ

い
て
の
史
料
『
分
限
帳（

９
）』・『

保
受
禄（

（1
（

』
な
ど
の
記
載
を
も
と
に
、
主
な
参
加
者

に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

窪
田
官
兵
衛（

（1
（

は
漢
学
を
修
め
て
お
り
、
藩
校
成
徳
書
院
の
う
ち
漢
学
を
学
ぶ

温
故
堂
に
た
び
た
び
勤
務
し
た
。
窪
田
は
昌
平
黌
や
儒
者
斎
藤
拙
堂
な
ど
の
も

と
で
学
ん
で
い
た（

（1
（

。
藩
か
ら
処
分
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
漢
学
者
と
し

て
の
学
識
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
参
加
者
に
選
ば
れ
た（

（1
（

。『
保
受
録
』
に
は

「
同（

安
政
）四

年
巳
年
二
月
三
日
、
昨
年
中
御
内
用
ニ
而
奥
州
辺
江
被
差
遣
候
処
、
此

度
別
人
江
被
仰
付
ニ
付
、
最
早
不
及
罷
越
旨
」
と
あ
り
、
安
政
四
年
の
調
査
に

は
参
加
し
な
か
っ
た
。
調
査
後
は
病
気
の
た
め
療
養
を
続
け
て
い
た
が
、
安
政

六
年
に
病
死
し
た
。

　

佐
治
岱
次
郎
は
長
沼
流
兵
学
を
修
め
、
藩
の
兵
制
改
革
に
尽
力
し
た
。
明
治

維
新
後
は
佐
倉
藩
少
参
事
、
堀
田
家
家
令
を
歴
任
し
た
。

　

佐
波
銀
次
郎
は
安
政
三
年
の
調
査
参
加
者
の
中
で
唯
一
、
安
政
四
年
の
調
査

に
も
参
加
し
た
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
三
年
間
、
洋
学
の
修
行
を

し
、
安
政
二
年
に
は
大
筒
方
頭
取
と
な
っ
た
。
調
査
後
の
安
政
五
年
か
ら
二
年

間
、
洋
学
修
行
の
た
め
に
老
中
脇
坂
安
宅
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
蕃
書
調
所
、
翌
文
久
三
年
に
は
神
奈
川
奉
行
に

出
仕
し
た
。

　

黒
沼
隆
三
は
絵
師
と
し
て
調
査
に
参
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
査

中
に
ソ
ウ
ヤ
で
病
気
に
か
か
り
調
査
か
ら
離
脱
す
る
。
九
月
六
日
江
戸
に
到
着

し
、
一
一
日
に
御
用
向
を
御
免
に
な
っ
た
。
同
日
、「
蝦
夷
地
地
利
絵
図
御
用
」

と
し
て
、
そ
の
ま
ま
江
戸
に
残
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
職
務
は
一
一
月

七
日
に
終
わ
っ
た
。
黒
沼
の
絵
画
の
腕
を
見
込
ん
で
の
蝦
夷
地
派
遣
、「
蝦
夷

地
地
利
絵
図
御
用
」
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
黒
沼
は
洋
画
家
浅
井
忠
に
絵

を
教
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る（

（1
（

。

　

林
弥
六
は
測
量
・
数
学
を
修
め
て
い
た
。
嘉
永
五
年
に
は
成
徳
書
院
雑
務
に

任
じ
ら
れ
た
。
窪
田
同
様
、
林
も
安
政
四
年
の
調
査
に
参
加
予
定
だ
っ
た
が
、

別
人
に
変
更
さ
れ
た
。
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（
2
）　
行
程
【
図
1
】

　

佐
治
・
窪
田
・
佐
波
は
安
政
三
年
五
月
九
日
、
林
・
黒
沼
は
同
月
一
一
日
に

蝦
夷
地
派
遣
の
命
を
受
け
た
。
五
月
二
〇
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
六
月
二
三
日

箱
館
に
到
着
す
る
。
箱
館
で
は
、
箱
館
奉
行
堀
利
煕
・
組
頭
河
津
三
郎
太
郎
に

面
会
し
、「
何
分
当
年
は
時
節
後
に
て
唐
太
・
ヱ
ト
ロ
フ
島
渡
海
は
相
成
間
敷

や
に
よ
り
、
東
西
蝦
夷
地
の
み
見
置
仕
」
と
述
べ
た（

（1
（

。
箱
館
を
二
八
日
に
出
発

し
、
七
月
一
五
日
ソ
ウ
ヤ
（
宗
谷
）
に
到
着
す
る
。

　

一
度
は
断
念
し
た
「
唐
太
渡
海
」
で
あ
っ
た
が
、
ア
イ
ヌ
が
「
当
年
の
如
き

大
暑
は
不
覚
」、「
扨
は
唐
太
渡
海
も
未
だ
遅
れ
ず
」
と
言
う
の
を
聞
き（

（1
（

、
窪
田

は
佐
治
・
佐
波
と
「
唐
太
渡
海
」
に
つ
い
て
相
談
し
、
ソ
ウ
ヤ
詰
の
役
人
梨
本

弥
五
郎
に
願
い
出
て
、「
唐
太
渡
海
」
が
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
黒
沼
と

金
太
郎
は
江
戸
に
戻
る
こ
と
と
な
る
。
黒
沼
に
つ
い
て
は
病
気
に
か
か
っ
て
い

た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、
渡
海
を
試
み
る
が
天
候
不
順
の
た
め
う
ま
く
い
か

ず
、
結
局
断
念
し
て
七
月
二
四
日
ソ
ウ
ヤ
を
出
発
す
る
。
ソ
ウ
ヤ
か
ら
は
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
・
太
平
洋
沿
岸
を
進
み
九
月
二
五
日
に
松
前
に
到
着
す
る
。

九
月
三
〇
日
に
松
前
を
出
発
し
、
一
一
月
九
日
江
戸
に
帰
着
し
た
。

（
3
）　
調
査
関
係
史
料
【
表
2
】

　

安
政
三
年
の
調
査
関
係
史
料
は
複
数
現
存
す
る
。
こ
こ
で
は
、
複
数
の
写
本

が
知
ら
れ
る
窪
田
官
兵
衛
『
協
和
私
役
』
の
書
誌
学
的
検
討
を
行
い
、
先
行
研

究
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
窪
田
官
兵
衛
？
「
箱
館
ヨ
リ
ソ
ウ
ヤ
迄
路
程
書
取
」、

林
弥
六
「
上
〔
蝦
夷
地
開
発
ニ
関
ス
ル
上
書
〕」
を
紹
介
す
る
。

安政期の老中家臣による蝦夷地調査の背景 坂本　弘毅

【表 1】安政 3年蝦夷地調査参加者一覧
氏名 生没年 格（『分限帳』） 役職（調査時） 禄高（調査時） 禄高（調査後）
窪田官兵衛 1819-1859 給人 五番組岡新之丞組附 80石 ―
佐治岱次郎 1823-1906 給人 成徳書院執事 ― 10人扶持（1863）
佐波銀次郎 1825-1891 御通掛 大筒方頭取 ― 25俵 3 人扶持（1861）
黒沼隆三 1824-1891 御通掛 郡方旧記調手伝除切 ― 22俵 2 人扶持（1857）
林弥六 1824-? 御通掛以下 鉦太鼓方、成徳書院執事勤 14俵2人扶持 16俵 2 人扶持（1862）
金太郎 ― ― ― ― ―
壮平 ― ― ― ― ―

『保受録』、『分限帳』、濱口裕介「安政年間における老中家臣の蝦夷地調査」より作成。

史料名 作成・差出 宛先 年代 所蔵

協和私役 窪田官兵衛（子蔵）― 1856

・『日本庶民生活史料集成』第 4 巻（活字）
・北海道大学附属図書館（写本？）
・函館市中央図書館（写本）
・公益財団法人日産厚生会佐倉厚生園病院所蔵、
　佐倉市寄託史料（写本）
・北海道立図書館（写本）
・成田山仏教図書館（写本）

箱館ヨリソウヤ迄路程書取 窪田官兵衛？ ― 1856.7.16 北海道立文書館
取急き大乱筆不文御察読可被下候 佐治岱次郎 家兄（茂右衛門） 1856.6.27『佐倉市史』巻 2 、1424-25頁（活字）

〔カラフト渡海決定の旨〕 佐治岱次郎 南山家兄 1856.7.16『佐倉市史』巻 2 、1425-26頁（活字）
〔帰府決定の旨〕 佐治岱次郎 南山家兄 1856.9.20『佐倉市史』巻 2 、1427頁（活字）
北遊随草 佐波銀次郎 ― 1856 北海道大学附属図書館（複写本）
西蝦夷図巻 黒沼隆三？ ― 1856? 北海道大学附属図書館

上〔蝦夷地開発ニ関スル上書〕 林弥六 堀田正睦 1857.3.1
・『下総佐倉藩堀田家文書』R209（マイクロフィルム）
・公益財団法人日産厚生会佐倉厚生園病院所蔵、
　佐倉市寄託史料

【表 2】安政 3年佐倉藩蝦夷地調査関係史料一覧

『新札幌市史』、濱口裕介「安政年間における老中家臣の蝦夷地調査」より作成。
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安
政

期
の
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中

家
臣

に
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蝦

夷
地

調
査
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【図 1】安政 3年調査団の行程（木部誠二『福山藩蝦夷見分「観国録」と有所不為齋雑録の北方関係史料』付図をもとに『協和私役』より作成）
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窪
田
官
兵
衛
『
協
和
私
役
』

　

詳
細
な
記
述
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
に
翻

刻
・
出
版
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
翻
刻
は
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本（

（1
（

（
以

下
、
北
大
本
）
を
基
と
し
、
函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
写
本（

（1
（

（
以
下
、
函
館

本
）
と
校
合
し
て
い
る
。
北
大
本
、
函
館
本
以
外
に
、
北
海
道
立
図
書
館
と
成

田
山
仏
教
図
書
館
の
写
本
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
道
立
図
書
館
本
、
仏
教
図
書
館

本
）
が
知
ら
れ
る（

（2
（

。
道
立
図
書
館
本
は
、
北
海
道
庁
の
罫
紙
が
使
用
さ
れ
、

「
河
野
常
吉
資
料
２
７
５
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
野
常
吉
が
北

海
道
史
編
纂
の
過
程
で
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
教
図
書
館
本
は
千
葉

の
郷
土
史
家
小
原
大
衛
が
昭
和
一
〇
年
に
写
し
た
も
の
で
『
蝦
夷
紀
行
』
と
題

さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
四
つ
の
写
本
は
す
で
に
先
行
研
究
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

に
公
益
財
団
法
人
日
産
厚
生
会
佐
倉
厚
生
園
病
院
所
蔵
史
料
に
も
『
協
和
私

役
』（
以
下
、
佐
倉
本
）
が
あ
る（

（2
（

。
佐
倉
本
に
は
「
佐
治
蔵
書
」
と
い
う
印
が

押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐
治
家
が
も
と
も
と
所
蔵
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
佐
治
家
に
は
安
政
三
年
の
佐
倉
藩
蝦
夷
地
調
査
に
参
加
し
た
佐
治
岱
次
郎

が
い
る
。
明
治
期
に
堀
田
家
の
命
で
旧
佐
倉
藩
士
が
藩
史
編
纂
事
業
を
行
っ
て

お
り（

（2
（

、
そ
の
際
に
佐
治
家
か
ら
堀
田
家
に
納
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
倉

本
は
四
つ
目
袋
綴
の
和
装
本
で
、
五
冊
か
ら
な
る
。
一
冊
目
は
箱
館
か
ら
石
狩

ま
で
、
二
冊
目
は
石
狩
か
ら
宗
谷
ま
で
、
三
冊
目
は
宗
谷
か
ら
ケ
ネ
カ
ワ
ツ
カ

ヲ
イ
（
現
中
標
津
町
）
ま
で
、
四
冊
目
は
ケ
ネ
カ
ワ
ツ
カ
ヲ
イ
か
ら
サ
ル
ヽ

（
現
え
り
も
町
）
ま
で
、
五
冊
目
は
サ
ル
ヽ
か
ら
松
前
ま
で
、
と
い
う
構
成
で

あ
る
。
こ
の
構
成
は
北
大
本
、
函
館
本
と
一
致
す
る
。
道
立
図
書
館
本
は
一
冊

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
図
書
館
本
は
一
か
ら
三
、四
と
五
を
そ
れ
ぞ
れ

ま
と
め
、
二
冊
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
写
本
の
な
か
で
最
も
成
立
が
古
い
と
考
え
ら
れ
る
の
は
北
大
本
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
北
大
本
に
施
さ
れ
て
い
る
多
く
の
修
正
が
、
道
立
図
書
館

本
、
函
館
本
、
佐
倉
本
、
仏
教
図
書
館
本
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

北
大
本
以
外
の
成
立
順
に
つ
い
て
は
、
八
月
一
六
日
、
一
七
日
条
を
比
較
し
て

考
え
て
み
た
い
。
北
大
本
を
含
め
て
引
用
す
る
（
傍
線
引
用
者
）。

八
月
一
六
日
条

【
北
大
本
】　　
　

是
モ
チ
ヤ

〱
山
ト
云
、
シ
レ
ト
コ
ノ
者
真
ナ
リ

【
道
立
図
書
館
本
】
是
も
チ
ヤ

〱
山
と
云
、
シ
レ
ト
コ
の
者
真
な
り

【
函
館
本
】　　
　

是
も
チ
ヤ

〱
山
と
云
、
シ
レ
ト
コ
の
者
真
□（

虫
損
）□

【
佐
倉
本
】　　
　

是
も
チ
ヤ

〱
山
と
云
、
シ
レ
ト
コ
の
者
真
「（

付
箋
）虫

喰
不
分
」

【
仏
教
図
書
館
本
】
是
も
チ
ヤ

〱
山
と
云
、
シ
レ
ト
コ
の
者
真
な
り

八
月
一
七
日
条

【
北
大
本
】　　
　

夜
ニ
入
リ
風
西
北
ニ
転
ス
、
風
大
ニ
シ
テ
雨
晴
ル

【
道
立
図
書
館
本
】
夜
に
入
り
風
西
北
に
転
ず
、
風
大
に
し
て
雨
晴
る

【
函
館
本
】　　
　

夜
に
入
り
風
西
北
に
転
ず
、
風
大
に
し
て
雨
晴
□

（
虫
損
）

【
佐
倉
本
】　　
　

夜
に
入
り
風
西
北
に
転
ず
、
風
大
に
し
て
雨
晴
ゝ

【
仏
教
図
書
館
本
】
夜
に
入
り
風
西
北
に
転
ず
、
風
大
に
し
て
雨
晴
る

安政期の老中家臣による蝦夷地調査の背景 坂本　弘毅
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佐
倉
本
八
月
一
六
日
条
の
「
虫
喰
不
分
」
と
い
う
付
箋
は
函
館
本
の
虫
損
部

分
を
受
け
て
記
し
た
と
み
ら
れ
る
。
佐
倉
本
八
月
一
七
日
条
の
「
ゝ
」
も
函
館

本
の
虫
損
部
分
を
強
引
に
読
も
う
と
し
た
た
め
、「
ゝ
」
と
記
す
こ
と
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佐
倉
本
は
函
館
本
を
典
拠
と
し
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。
こ
こ
か
ら
、
北
大
本
→
函
館
本
→
佐
倉
本
と
い
う
系
統
が
見
え

て
く
る
。

　

道
立
図
書
館
本
は
北
大
本
か
ら
写
し
た
か
、
虫
損
す
る
前
の
函
館
本
か
ら
写

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仏
教
図
書
館
本
は
道
立
図
書
館
本
と
同
じ
文
字
使
い

で
あ
る
が
、
成
立
年
代
が
道
立
図
書
館
本
よ
り
新
し
い
の
で
、
道
立
図
書
館
本

を
写
し
た
可
能
性
も
あ
る
【
図
2
】。

　

　

高
倉
新
一
郎
氏
は
北
大
本
を
写
本
と
す
る
が（

（2
（

、
そ
の
根
拠
は
示
し
て
い
な

い
。
前
述
の
通
り
、
北
大
本
に
は
多
く
の
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ

け
修
正
が
多
い
と
写
し
間
違
え
た
箇
所
の
み
訂
正
し
た
と
は
考
え
難
い
。
そ
う

す
る
と
、
北
大
本
は
本
当
に
写
本
な
の
か
と
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。
仮
に
写
本

だ
と
す
る
と
、
原
本
を
写
し
た
あ
と
で
、
大
幅
な
修
正
を
加
え
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
今
後
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
段
階
で
筆
者
は
北
大
本

が
原
本
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

窪
田
官
兵
衛
？
「
箱
館
ヨ
リ
ソ
ウ
ヤ
迄
路
程
書
取
」

　

北
海
道
立
文
書
館
の
阿
部
家
文
書
の
一
部
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
阿
部

家
に
お
い
て
も
阿
部
正
弘
（
老
中
・
福
山
藩
主
）
に
よ
り
、
安
政
三
、四
年
に

蝦
夷
地
調
査
が
行
わ
れ
た
。
佐
倉
藩
の
調
査
史
料
が
阿
部
家
に
伝
存
し
て
い
た

こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
ど
の
段
階
で
阿
部
家
に
入
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
福
山
藩
は
安
政
三
年
、
東
蝦
夷
地
の
み
を
調
査
し
て
い
た
の
で
、
西
蝦
夷

地
の
情
報
を
欲
し
て
、
佐
倉
藩
か
ら
入
手
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
史
料

で
は
前
半
に
蝦
夷
地
政
策
に
関
す
る
五
つ
の
一
つ
書
き
（【
表
3
】）、
後
半
に

こ
れ
ま
で
の
路
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
蝦
夷
地
調
査
を
踏
ま
え
た
意
見
が
ま
と

ま
っ
て
記
さ
れ
た
史
料
は
管
見
の
限
り
、
林
弥
六
「
上
〔
蝦
夷
地
開
発
ニ
関
ス

ル
上
書
〕」（
後
述
）
と
福
山
藩
士
石
川
和
介
『
観
国
録　

丙
辰
上
書（

（2
（

』
の
み
で

あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。

　
「
箱
館
ヨ
リ
ソ
ウ
ヤ
迄
路
程
書
取
」
は
安
政
三
年
七
月
一
六
日
に
記
さ
れ
た
。

七
月
一
六
日
は
ソ
ウ
ヤ
（
宗
谷
）
で
カ
ラ
フ
ト
渡
海
の
た
め
風
待
ち
を
し
て
い

た
。
こ
の
日
に
渡
海
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
空
い
た
時
間
で
記
し
た
と

安政期の老中家臣による蝦夷地調査の背景 坂本　弘毅

【図 2】『協和私役』の系統

【表 3】「箱館ヨリソウヤ迄路程書取」内容一覧

上記史料より作成。数字は掲載順。

1 アイヌの風俗・性格
2 場所請負人や松前藩への批判
3 新田墾開
4 蝦夷地支配
5 蝦夷地での通行
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い
う
。

　

著
者
及
び
宛
先
の
記
入
は
な
い
が
、
表
紙
に
朱
書
き
で
「
堀
田
備
中
守
様
御

家
来
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
佐
倉
藩
士
が
記
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
史

料
中
に
「
墾
田
之
之

（
マ
マ
）地

少
々
の
場
所
ニ
候
得
共
岱
次
郎
・
銀
次
郎
罷
越
目
撃

仕
候
菜
大
根
・
サ
ヽ
ゲ
・
木
瓜
等
多
分
出
来
居
候
」
と
あ
る
が
、「
岱
次
郎
・

銀
次
郎
」
と
い
う
書
き
方
は
『
協
和
私
役
』
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、「
私
事

先
年
遊
歴
仕
候
節
下
之
関
よ
り
乗
船
順
風
ニ
者
候
得
共
大
坂
迄
百
五
十
里
と
申

を
二
日
二
夜
ニ
而
着
船
仕
候
」
と
あ
る
。
窪
田
は
諸
国
を
遊
歴
し
て
い
る
こ
と

か
ら（

（2
（

、
窪
田
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

林
弥
六
「
上
〔
蝦
夷
地
開
発
ニ
関
ス
ル
上
書
〕」

　
『
下
総
佐
倉
藩
堀
田
家
文
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
林
弥
六
は
、
安
政
四

年
三
月
一
日
に
上
申
書
を
二
つ
提
出
し
て
お
り
、
一
方
に
は
「
蝦
夷
地
開
発
ニ

関
ス
ル
上
書
」、
も
う
一
方
に
は
、「
開
国
進
取
之
意
見
ニ
シ
テ
所
説
具
体
的
ナ

リ
」
と
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
上
申
書
双
方
に
、
以
前
提
出
し
た
上
申
書
に

書
き
漏
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
再
び
記
し
た
と
あ
る
。
林
は
安
政
四
年
の
調

査
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
が
同
年
二
月
三
日
に
決
定
し
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て

記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
前
の
上
申
書
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
上
〔
蝦
夷
地
開
発
ニ
関
ス
ル
上
書
〕」
は
安
政
三
年
の
蝦
夷
地
調
査
を
踏
ま
え

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
林
は
堀
田
に
御
目
見
得
で
き
な
い
の
で（

（2
（

、
堀
田
へ
見

せ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
を
記
し
て
い
る
。
全
五
〇
条
か
ら
な
り
、
そ
の
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
（【
表
4
】）。

安政期の老中家臣による蝦夷地調査の背景 坂本　弘毅

【表 4】林弥六「上〔蝦夷地開発ニ関スル上書〕」内容一覧
1 焔硝の不足について 26 昆布について
2 金山・銀山について 27 蝦夷地にて取れ候魚、交易の品に用いたき旨
3 鉄山・銅山・鉛山について 28 帆立貝について
4 箱館近所栽培の野菜について 29 モンベツ石について
5 新製農具ボツカ堀について 30 石炭について
6 臼・杵について 31 蝦夷人細工について
7 木挽遣わしたき旨 32 蝦夷地の沼に鴨白鳥など渡来の旨
8 炭焼について 33 鷲について
9 種痘したき旨 34 シコタン島の動物について

10 馬を増やしたき旨 35 トヾ・ヲツトセイについて
11 蝦夷人へ五穀食しさせたき旨 36 柳の大木について
12 蘭薬ヲクリカンギリについて 37 きのこについて
13 松前でとれるものについて 38 木について本州と蝦夷地の比較
14 蘭薬について 39 竹について
15 葡萄酒つくりたき旨 40 江戸徘徊の乞食非人蝦夷地へ遣わしたき旨
16 ハマヽシケにてヲクリカンギリ食したる旨 41 蝦夷地海防について
17 大木について 42 大艦での往来について
18 柏の木について 43 大艦の製造、蝦夷地往来について
19 槐の木について 44 蝦夷地警衛について
20 栃の木について 45 ソウヤの気候について
21 ヲツコの木について 46 ソウヤの鳥について
22 ホウの木について 47 蝦夷地の寒さについて
23 ヲヒウの木について 48 蝦夷地各所の気温
24 雑木林について 49 北蝦夷地土人人数について
25 木賊について 50 クシンコタンで魯西亜人日本人雇用の旨

上記史料より作成。数字は掲載順。
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2
　
安
政
四
年
の
蝦
夷
地
調
査

（
1
）　
参
加
者

　

安
政
四
年
の
調
査
参
加
者
は
八
名
で

あ
っ
た
（【
表
5
】）。
佐
波
銀
次
郎
を

除
い
て
他
の
参
加
者
は
全
て
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
。
安
政
四
年
の
調
査
で
は

カ
ラ
フ
ト
方
面
と
エ
ト
ロ
フ
方
面
に
分

か
れ
て
調
査
を
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
、
カ
ラ
フ
ト
調
査
団
、
エ
ト
ロ
フ
調

査
団
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
藩
士
の
格

を
比
べ
る
と
調
査
団
全
体
か
つ
カ
ラ
フ

ト
調
査
団
の
リ
ー
ダ
ー
は
須
藤
、
エ
ト

ロ
フ
調
査
団
の
リ
ー
ダ
ー
は
島
田
と
い

え
る（

（3
（

。【
表
5
】
か
ら
は
江
戸
詰
の
藩

士
が
カ
ラ
フ
ト
方
面
、
佐
倉
詰
の
藩
士

が
エ
ト
ロ
フ
方
面
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
カ
ラ
フ
ト
方
面
に
派

遣
さ
れ
た
藩
士
に
は
リ
ー
ダ
ー
の
須
藤

が
お
り
、
他
の
藩
士
の
禄
高
も
エ
ト
ロ

フ
方
面
に
派
遣
さ
れ
た
藩
士
よ
り
も
若

干
高
い
。
こ
こ
か
ら
、
カ
ラ
フ
ト
の
調

査
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
の
年
も
前
年
同
様
学
識
あ
る

藩
士
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
主
な
参
加
者
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

須
藤
秀
之
助
は
近
習
や
手
留
方
と
い
っ
た
役
職
に
就
い
て
お
り
、
藩
主
の
側

に
仕
え
て
い
た
。
砲
術
や
兵
学
を
修
め
て
お
り
、
海
岸
防
禦
に
あ
た
っ
て
い
る

陣
の
世
話
や
兵
制
取
調
御
用
の
た
め
に
江
戸
か
ら
佐
倉
に
来
る
よ
う
に
た
び
た

び
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
安
政
二
年
に
は
大
筒
役
、
翌
安
政
三
年
に
は
軍
事
調
役

に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
軍
事
関
係
に
明
る
か
っ
た
よ
う
だ
。
調
査
後
の
安
政
五

年
に
は
、
藩
主
堀
田
正
睦
が
条
約
勅
許
を
得
る
た
め
上
洛
し
た
際
に
同
行
し

た
。
翌
安
政
六
年
に
は
近
習
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

島
田
丈
助
は
窪
田
の
代
わ
り
に
調
査
に
参
加
し
た（

（3
（

。
窪
田
と
同
じ
く
島
田
も

漢
学
を
修
め
て
お
り
、
温
故
堂
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
。

　

今
村
治
郎
橘
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
「
町
組
江
御
入
人
」
を
仰
せ
付

け
ら
れ
て
お
り
、
町
関
係
の
勤
め
を
し
て
い
た
。
今
村
の
調
査
日
記
『
蝦
夷
日

記
』
に
は
「
金
壱
両
絵
具
代
酒
井
勝
蔵
ゟ
受
取
」（
二
月
二
三
日
条
）、「
宿
小

嶋
松
右
衛
門
ゟ
屛
風
幷
扇
面
之
画
被
頼
」（
四
月
一
三
日
条
）
と
い
っ
た
記
述

が
あ
り（

（3
（

、
今
村
は
絵
師
と
し
て
調
査
に
参
加
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）　
行
程
【
図
3
、
4
、
5
】

　

須
藤
・
今
村
・
三
橋
は
安
政
四
年
一
月
二
三
日
、
酒
井
は
二
月
三
日
に
調
査

の
命
を
受
け
た
。
今
村
は
二
月
一
九
日
に
佐
倉
を
出
立
し
、
翌
二
〇
日
に
江
戸

に
入
っ
た
。
三
月
五
日
、
江
戸
を
出
立
し
、
奥
州
道
中
を
北
上
し
て
蝦
夷
地
を

目
指
し
た
。
四
月
八
日
に
平
館
を
出
帆
、
箱
館
に
到
着
し
た
。
八
日
に
箱
館
を

出
立
し
た
。

安政期の老中家臣による蝦夷地調査の背景 坂本　弘毅

氏名 生没年 格（『分限帳』） 役職（調査時） 禄高（調査時） 禄高（調査後） 所在 調査先
須藤秀之助 1827-? 給人 御手留方 ― 100石（1862） 江戸 カラフト
佐波銀次郎 1825-1891 御通掛 大筒方頭取 ― 25俵 3 人扶持（1861） 江戸 カラフト

酒井勝蔵 ― 御通掛 装束方、小勘定
火用方 17俵 2 人扶持 18俵 2 人扶持（1864） 江戸 カラフト

源吉 ― ― 中間 ― ― 江戸 カラフト

島田丈助 ?-1873? 御通掛 成徳書院勤番
御徒目付仮役 19俵 3 人扶持 22俵 3 人扶持（1858） 佐倉 エトロフ

三橋清一郎 ― 御通掛以下 成徳書院雑務 10俵 2 人扶持 12俵半 2 人扶持（1860） 佐倉 エトロフ
今村次郎橘 ― 御通掛以下 町組 9 俵半 2 人扶持 11俵半 2 人扶持（1861） 佐倉 エトロフ
長蔵 ― ― 中間 ― ― 佐倉 エトロフ

【表 5】安政 4年佐倉藩蝦夷地調査参加者一覧

『保受録』、『分限帳』、濱口裕介「安政年間における老中家臣の蝦夷地調査」より作成。
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安
政

期
の

老
中

家
臣

に
よ

る
蝦

夷
地

調
査

の
背

景
坂

本
　

弘
毅

【図 3】安政 4年エトロフ調査団の行程（本田克代・吉田千萬「史料紹介　佐倉藩士のクナシリ島・エトロフ島調査」所収地図を加筆・修正）
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安
政

期
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家
臣

に
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夷
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調
査

の
背

景
坂

本
　

弘
毅

【図 4】安政 4年カラフト調査団の行程 1（木部誠二『福山藩蝦夷見分「観国録」と有所不為齋雑録の北方関係史料』付図をもとに『北遊随草』より作成）
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安政期の老中家臣による蝦夷地調査の背景 坂本　弘毅

【図 5】�安政 4年カラフト調査団の行程 2（木部誠二『福山藩蝦夷見分「観国録」と有所不為齋雑
録の北方関係史料』付図をもとに『唐太紀行』『北遊随草』より作成）
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箱
館
を
出
立
し
た
一
行
は
、
四
月
二
三
日
に
ヲ
シ
ャ
マ
ン
ベ
（
長
万
部
）
に

到
着
し
、
こ
こ
で
カ
ラ
フ
ト
調
査
団
と
エ
ト
ロ
フ
調
査
団
に
分
か
れ
た
。
エ
ト

ロ
フ
調
査
団
は
そ
の
後
も
東
海
岸
沿
い
に
進
ん
で
い
き
、
五
月
一
八
日
に
ノ
ツ

ケ
（
野
付
）
に
到
着
し
た
。
翌
一
九
日
〜
六
月
一
七
日
に
か
け
て
ク
ナ
シ
リ

島
・
エ
ト
ロ
フ
島
、
六
月
二
九
日
〜
七
月
六
日
に
か
け
て
は
歯
舞
群
島
を
調
査

し
て
い
る
。
そ
の
後
太
平
洋
沿
岸
を
戻

り
、
九
月
五
日
松
前
か
ら
平
館
に
渡
っ

た
。
六
日
に
平
館
を
出
立
し
た
エ
ト
ロ
フ

調
査
団
一
行
は
、
羽
州
道
中
・
奥
州
道
中

を
南
下
し
、
一
〇
月
一
日
千
住
に
到
着

し
、
調
査
を
終
え
た
。

　

一
方
、
カ
ラ
フ
ト
調
査
団
は
五
月
一
三

日
ソ
ウ
ヤ
に
到
着
し
、
翌
一
四
日
〜
六
月

二
二
日
に
か
け
て
カ
ラ
フ
ト
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
帰
路
は
ソ
ウ
ヤ
か
ら
日
本

海
側
を
南
下
し
、
八
月
二
日
箱
館
に
到
着

し
た
。
箱
館
か
ら
江
戸
ま
で
の
行
程
を
記

し
た
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
江
戸

帰
着
の
日
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
〇
月

一
日
か
ら
三
日
の
間
と
推
定
さ
れ
て
い

る（
（3
（

。

（
3
）　
調
査
記
録
【
表
6
】

　

安
政
四
年
の
調
査
記
録
も
複
数
現
存
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
次
節
で
活

用
す
る
須
藤
秀
之
助
『
唐
太
紀
行
』
と
行
程
図
作
成
の
際
に
参
照
し
た
佐
波
銀

次
郎
『
北
遊
随
草
』
の
概
略
を
述
べ
る
。

須
藤
秀
之
助
『
唐
太
紀
行
』

　

成
田
山
仏
教
図
書
館
に
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
写
本
は
全
一
冊
四

巻
か
ら
な
る
和
装
本
で
、
昭
和
一
〇
年
に
『
蝦
夷
紀
行
』（『
協
和
私
役
』
の
こ

と
）
と
同
じ
く
小
原
大
衛
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
。
本
文
は
五
月
一
四
日
の
カ
ラ

フ
ト
へ
の
渡
海
か
ら
六
月
八
日
に
ラ
イ
チ
シ
カ
に
至
る
ま
で
で
あ
る
。
ラ
イ
チ

シ
カ
か
ら
ソ
ウ
ヤ
に
戻
る
ま
で
の
記
述
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
本

文
は
風
土
・
気
候
・
先
住
民
族
の
生
活
・
他
藩
調
査
団
や
役
人
と
の
交
流
の
様

子
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

佐
波
銀
次
郎
『
北
遊
随
草
』

　

北
海
道
大
学
付
属
図
書
館
に
複
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
佐
波
は
安
政
三

年
に
も
日
記
を
残
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
史
料
名
は
同
じ
『
北
遊
随
草
』
だ
が

別
の
史
料
で
あ
る（

（3
（

。
裏
表
紙
に
は
「
カ
ラ
フ
ト
巡
島
記　

佐
倉
佐
波
」
と
あ

る
。
四
月
八
日
箱
館
着
か
ら
カ
ラ
フ
ト
を
調
査
し
て
八
月
七
日
箱
館
風
待
待
機

中
ま
で
の
日
記
で
あ
る
。『
唐
太
紀
行
』
の
記
述
は
カ
ラ
フ
ト
の
行
程
の
み
な

の
で
、
そ
れ
以
外
の
蝦
夷
地
で
の
動
向
を
知
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
史
料
で
あ

る
。
日
記
の
始
ま
る
前
の
部
分
に
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
、
ク
シ
ュ
ン
ナ
イ
の
役
土

人
の
名
前
、
場
所
詰
御
役
人
の
役
料
を
記
し
て
い
る
。
簡
単
な
挿
絵
も
描
か
れ

て
い
る
。
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唐太紀行 須藤秀之助 1857 ・成田山仏教図書館（写本）

・北海道大学附属図書館（複写本）
北蝦夷画帖 須藤秀之助？ 1857 函館市中央図書館
北遊随草 佐波銀次郎 1857 北海道大学附属図書館（複写本）
蝦夷日記 今村次郎橘 1857 ・佐倉市寄託史料

・北海道大学附属図書館（複写本）
東蝦夷図巻 今村次郎橘？ 1857 ？ 北海道大学附属図書館

【表 6】安政 4年佐倉藩蝦夷地調査関係史料一覧

『新札幌市史』、濱口裕介「安政年間における老中家臣の蝦夷地調査」
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二　

幕
末
の
政
治
外
交
と
蝦
夷
地
調
査

1
　
蝦
夷
地
上
知
と
蝦
夷
地
調
査

　

安
政
期
の
老
中
家
臣
の
蝦
夷
地
調
査
の
背
景
と
し
て
、
濱
口
裕
介
氏
は
蝦
夷

地
上
知
や
カ
ラ
フ
ト
で
の
国
境
画
定
問
題
を
あ
げ
る（

（3
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
幕

末
の
政
治
外
交
史
を
踏
ま
え
、
よ
り
詳
細
な
考
察
を
進
め
た
い
。
ま
ず
は
、
安

政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
老
中
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
の
提
案
者
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
福
山
藩
主
阿
部
正
弘
に
関
す
る
史
料
『
懐
旧
紀
事
』
の
う
ち
、
蝦

夷
地
調
査
に
つ
い
て
の
記
述
を
引
用
す
る（

（3
（

。

　
　

�

公（
阿
部
正
弘
）

、
家
臣
石
川
和
介
・
寺
地
強
平
・
山
本
橘
次
郎
ヲ
シ
テ
蝦
夷
ニ
赴
カ
シ

ム
、
蝦
夷
地
開
拓
ハ
箱
館
奉
行
ニ
委
任
セ
リ
ト
雖
モ
、
公
同
列
ト
謀
リ
、

各
家
臣
三
四
輩
ヲ
遣
シ
地
理
・
風
土
・
民
情
ヲ
視
察
セ
シ
ム

　

こ
の
史
料
を
も
と
に
、『
新
札
幌
市
史
』
は
阿
部
正
弘
（
福
山
藩
主
）
の
提

案
と
す
る（

（4
（

。
一
方
、
濱
口
氏
は
、
阿
部
の
提
案
と
は
読
み
取
れ
ず
、
老
中
ら
が

共
同
で
計
画
し
た
と
す
る（

（4
（

。
濱
口
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
史
料
だ
け
か

ら
は
阿
部
の
提
案
と
は
読
み
取
れ
な
い
。
他
の
史
料
を
踏
ま
え
検
討
し
よ
う
。

窪
田
官
兵
衛
『
協
和
私
役
』
八
月
一
三
日
条
に
は
「
初
め
我

（
堀
田
正
睦
）

公
福（

阿
部
正
弘
）

山
侯
と
約

す
ら
く
、
共
に
使
を
発
し
て
夷
地
民
物
風
土
を
巡
視
せ
ん
と
す
」
と
あ
り（

（4
（

、
堀

田
正
睦
と
阿
部
正
弘
が
約
束
し
て
蝦
夷
地
に
使
を
派
遣
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
安
政
三
年
に
家
臣
を
派
遣
し
た
の
は
こ
の
両
名
だ
け
で
あ
る
。

福
山
藩
士
は
同
年
五
月
七
日
に
蝦
夷
地
に
向
け
て
江
戸
を
出
発
す
る（

（4
（

。
一
方
、

佐
倉
藩
士
が
蝦
夷
地
調
査
の
命
を
受
け
た
の
は
福
山
藩
士
出
発
後
の
同
月
九
日

（
佐
治
岱
次
郎
・
窪
田
官
兵
衛
・
佐
波
銀
次
郎
）
と
同
月
一
一
日
（
林
弥
六
・

黒
沼
隆
三
）
で
あ
る
。
先
に
調
査
団
派
遣
を
実
行
し
た
福
山
藩
主
阿
部
が
調
査

の
提
案
者
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
阿
部
は
調
査
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
蝦
夷
地
上
知

の
過
程
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
た
い
。
安
政
元
年
二
月
、
目
付
堀
利
煕
・
勘
定

吟
味
役
村
垣
範
正
が
松
前
蝦
夷
地
調
査
を
命
じ
ら
れ
る
。
調
査
を
終
え
た
両
名

は
同
年
九
月
、
広
大
な
蝦
夷
地
を
松
前
藩
だ
け
で
警
衛
・
経
営
す
る
の
は
難
し

く
、
松
前
地
を
除
く
蝦
夷
地
一
円
を
上
知
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
上
申
書
を
老

中
へ
提
出
し
た（

（4
（

。

　

蝦
夷
地
上
知
を
め
ぐ
っ
て
、
箱
館
奉
行
竹
内
保
徳
は
ま
ず
東
蝦
夷
地
の
み
を

上
知
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
が（

（4
（

、
水
戸
藩
前
藩
主
徳
川
斉
昭
は
松
前
地
を
含
め

た
全
島
の
上
知
を
阿
部
正
弘
に
要
求
す
る（

（4
（

な
ど
意
見
の
違
い
が
見
ら
れ
た
。
最

終
的
に
安
政
二
年
二
月
二
二
日
、
幕
府
は
西
在
乙
部
村
以
北
・
東
在
木
古
内
村

以
東
の
蝦
夷
地
一
円
を
上
知
す
る
こ
と
を
松
前
藩
に
通
達
し
た（

（4
（

。
こ
の
蝦
夷
地

上
知
の
最
終
決
定
を
下
し
た
の
が
当
時
老
中
首
座
の
阿
部
正
弘
で
あ
る
。

　

松
前
藩
か
ら
幕
府
へ
の
引
き
渡
し
は
翌
年
三
月
に
完
了
し
、
そ
の
統
治
は
箱

館
奉
行
が
担
っ
た
。
箱
館
奉
行
は
支
所
と
し
て
蝦
夷
地
各
地
に
御
用
所
を
常
置

し
、
役
人
を
詰
め
さ
せ
た
。
ま
た
、
蝦
夷
地
の
警
衛
に
は
南
部
・
津
軽
・
仙

台
・
秋
田
各
藩
が
あ
た
り
、
松
前
藩
も
箱
館
近
辺
を
警
衛
し
た
。
し
か
し
、
蝦

夷
地
を
幕
府
が
直
轄
支
配
す
る
か
諸
大
名
に
分
領
す
る
か
、
場
所
請
負
制
を
廃

止
す
る
か
否
か
、
と
い
う
蝦
夷
地
経
営
の
根
幹
に
関
わ
る
政
策
は
決
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た（

（4
（

。
こ
う
し
た
政
策
に
関
わ
る
情
報
を
阿
部
正
弘
が
欲
し
て
い
た
と
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み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
安
政
二
年
二
月
の
上
知
決
定
か
ら
安
政
三
年
の
調
査
団
派
遣
に

至
る
ま
で
の
間
に
幕
閣
内
で
動
き
が
あ
っ
た
。
安
政
二
年
一
〇
月
九
日
に
老
中

首
座
が
阿
部
か
ら
堀
田
正
睦
に
交
代
し
た
の
で
あ
る
。
阿
部
は
水
戸
藩
前
藩
主

徳
川
斉
昭
と
と
も
に
強
硬
外
交
路
線
を
取
っ
て
い
た
が
、
そ
の
限
界
を
感
じ
て

い
た
。
蝦
夷
地
上
知
に
つ
い
て
も
阿
部
は
斉
昭
の
意
見
を
退
け
て
い
る
。
溜
詰

大
名
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
こ
と
も
あ
り
、
斉
昭
と
距
離
が
あ
り
溜
詰
の
堀
田

を
老
中
首
座
に
据
え
る
こ
と
で
、「
溜
詰
大
名
と
の
関
係
修
復
」、「
外
交
路
線

の
転
換
」
を
目
指
し
た
の
で
あ
る（

（4
（

。
老
中
首
座
を
堀
田
に
譲
っ
た
と
は
い
え
、

阿
部
が
幕
政
の
第
一
線
を
退
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
阿
部
体
制
は
続

い
て
い
た（

（5
（

。
外
交
方
針
も
通
商
の
開
始
と
い
う
点
で
堀
田
と
阿
部
は
一
致
し
て

お
り（

（5
（

、
蝦
夷
地
調
査
を
提
案
す
る
こ
と
に
何
ら
支
障
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

つ
ま
り
、
安
政
三
年
の
調
査
は
蝦
夷
地
上
知
の
決
定
を
下
し
た
阿
部
正
弘
が

政
策
に
関
わ
る
情
報
を
欲
し
て
提
案
し
、
堀
田
の
賛
同
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
安
政
三
年
の
調
査
予
定
地
は
福
山
藩
が
ク
ナ
シ
リ
・

エ
ト
ロ
フ
方
面
、
佐
倉
藩
が
カ
ラ
フ
ト
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
両
藩
が
分
担
し

て
蝦
夷
地
を
調
査
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

2
　
カ
ラ
フ
ト
と
蝦
夷
地
調
査

　

安
政
四
年
は
五
人
の
老
中
全
て
が
家
臣
を
蝦
夷
地
に
派
遣
し
た
。
い
ず
れ
も

カ
ラ
フ
ト
に
赴
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、「
安
政
三
年
の

両
家
の
結
果
を
重
視
し
た
他
の
老
中
も
、
翌
四
年
各
々
実
施
に
踏
み
き
っ
た
も

の
」
と
さ
れ
て
い
る
が（

（5
（

、
安
政
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
の
政
治
外
交
状
況
を

踏
ま
え
て
考
え
た
い
。

　

安
政
元
年
一
二
月
、
日
露
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
条
約
に
お
い
て
、
下

田
・
箱
館
・
長
崎
の
開
港
と
日
露
国
境
が
定
め
ら
れ
た
。
千
島
列
島
は
エ
ト
ロ

フ
島
・
ウ
ル
ッ
プ
島
間
を
国
境
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
が
、
北
蝦
夷
地

（
カ
ラ
フ
ト
）
に
関
し
て
は
国
境
未
画
定
と
な
っ
た
。

　

一
八
五
三
年
三
月
に
始
ま
っ
た
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
影
響
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
の

カ
ラ
フ
ト
で
の
活
動
は
下
火
に
な
っ
て
い
た
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
は
一
八
五
六
年

三
月
に
終
結
し
、
そ
の
報
を
受
け
た
老
中
は
「
唐
太
蚕
食
」
の
危
機
が
迫
っ
て

い
る
こ
と
を
推
測
す
る（

（5
（

。
幕
府
は
こ
の
危
機
に
対
応
す
る
た
め
、
箱
館
奉
行
の

三
人
体
制（

（5
（

、
幕
吏
の
カ
ラ
フ
ト
で
の
越
冬（

（5
（

、
幕
府
直
営
漁
場
の
設
営（

（5
（

を
決
定
す

る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
北
蝦
夷
地
政
策
の
中
で
注
目
し
た
い
の
が
オ
ロ
ッ
コ
（
現

ウ
ィ
ル
タ
）
へ
の
撫
育
で
あ
る
。
安
政
三
年
一
一
月
、
老
中
は
北
緯
五
〇
度
以

南
に
住
む
オ
ロ
ッ
コ
撫
育
に
つ
い
て
箱
館
奉
行
、
海
防
掛
大
目
付
・
目
付
に
諮

問
す
る（

（5
（

。
箱
館
奉
行
竹
内
は
明
確
な
反
対
を
し
な
い
も
の
の
否
定
的
な
見
解
を

示
し（

（5
（

、
海
防
掛
大
目
付
・
目
付
は
反
対
し
た（

（5
（

。
し
か
し
、
老
中
は
同
年
一
二

月
、
オ
ロ
ッ
コ
の
撫
育
を
決
定
す
る（

（6
（

。
そ
の
理
由
を
麓
慎
一
氏
は
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
と
の
「
長
崎
交
渉
以
来
日
本
側
が
提
示
し
て
き
た
北
緯
五
〇
度
＝
樺
太
半（

マ
マ
）島

に
沿
う
た
め
に
オ
ロ
ッ
コ
の
撫
育
は
必
要
不
可
欠
」
で
あ
っ
た
と
考
察
す
る（

（6
（

。

　

老
中
が
オ
ロ
ッ
コ
へ
の
撫
育
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
現
地
の
情
報
が
必
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要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
蝦
夷
地
の
情
報
を
も
た
ら
す
箱
館
奉
行
は
オ
ロ
ッ
コ

撫
育
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
有
益
な
情
報
を
も
た
ら
す
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ

に
老
中
た
ち
が
家
臣
を
蝦
夷
地
へ
派
遣
し
情
報
収
集
す
る
理
由
が
生
じ
て
く

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
安
政
三
年
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
終
結
に
よ
り
、
カ
ラ
フ
ト
の

情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
佐
倉
藩
士
が
カ
ラ
フ
ト
を

調
査
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
断
念
し
て
い
る
。
翌
安
政
四
年
に
佐
倉
藩
だ
け
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
老
中
が
カ
ラ
フ
ト
に
家
臣
を
派
遣
し
た
経
緯
に
は
カ
ラ
フ

ト
情
勢
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
安
政
四
年
の

調
査
は
単
純
に
前
年
の
調
査
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
。

　

老
中
が
主
張
し
た
北
緯
五
〇
度
と
蝦
夷
地
調
査
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
て

お
き
た
い
。
当
時
、
北
緯
五
〇
度
以
南
（
西
海
岸
に
つ
い
て
は
五
〇
度
過
ぎ
の

ホ
ロ
コ
タ
ン
ま
で
）
を
日
本
領
と
す
る
の
が
幕
府
の
基
本
姿
勢
で
あ
っ
た（

（6
（

。
老

中
家
臣
の
調
査
団
が
調
査
し
た
の
も
こ
の
範
囲
で
、
西
海
岸
の
北
限
は
五
つ
の

藩
が
ホ
ロ
コ
タ
ン
、
東
海
岸
の
北
限
は
福
山
藩
・
佐
倉
藩
が
北
緯
約
四
九
度
の

シ
リ
マ
オ
カ
で
あ
っ
た（

（6
（

。
す
な
わ
ち
、
老
中
は
日
本
領
と
想
定
し
て
い
る
範
囲

を
調
査
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
佐
倉
藩
士
須
藤
秀
之
助
は
「
ホ
ロ
コ
タ

ン
を
過
ぎ
魯
境
を
踏
む
意
な
」
し
と
述
べ
、
ホ
ロ
コ
タ
ン
を
日
露
国
境
と
す
る

方
針
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（6
（

。

　

た
だ
し
、
佐
倉
藩
士
は
北
緯
五
〇
度
以
北
の
情
報
も
入
手
し
て
い
た
。
安
政

四
年
に
北
蝦
夷
地
を
調
査
し
た
須
藤
秀
之
助
は
シ
ラ
ヌ
シ
で
足
軽
江
沢
門
四
郎

か
ら
安
政
三
年
に
ヲ
ッ
チ
シ
で
ロ
シ
ア
人
と
接
触
し
た
際
の
話
を
聞
く
。
江
沢

は
安
政
三
年
に
箱
館
奉
行
組
頭
向
山
源
太
夫
の
調
査
に
同
行
し
て
、「
ラ
イ
チ

シ
カ
よ
り
願
の
上
独
行
し
て
極
北
ナ
ツ
コ
に
至
」
っ
た
人
物
で
あ
る
。
須
藤

『
唐
太
紀
行
』
か
ら
そ
の
一
部
を
引
用
す
る（

（6
（

。

　
　

�

唐
太
ハ
全
島
我

（
ロ
シ
ア
）に

属
し
松
前
の
島
と
ヱ
ト
ロ
フ
等
ハ
日
本
領
な
り
と
云
、

江
沢
掉
頭
し
て
否
ら
ず
と
云
し
に
彼
又
一
片
の
地
図
を
示
し
是
よ
り
南
方

日
本
地
な
り
と
指
し
を
見
る
に
ク
シ
ユ
ン
ナ
イ
・
ナ
ヨ
ロ
の
辺
と
思
は
る

　

ロ
シ
ア
人
が
カ
ラ
フ
ト
全
島
の
領
有
を
主
張
し
た
と
い
う
江
沢
の
報
告
は
、

箱
館
奉
行
を
通
じ
て
安
政
三
年
一
〇
月
、
江
戸
に
も
届
け
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。
ま

た
、
ホ
ロ
コ
タ
ン
で
は
ス
メ
レ
ン
ク
ル
（
現
ニ
ヴ
フ
）
か
ら
ホ
ロ
コ
タ
ン
以
北

の
地
形
、
ス
メ
レ
ン
ク
ル
の
戸
数
、
ロ
シ
ア
人
の
活
動
実
態
な
ど
を
聞
い
て
い

る（
（6
（

。
3
　
蝦
夷
地
調
査
の
目
的

　

老
中
が
調
査
の
目
的
に
つ
い
て
言
及
し
た
史
料
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な

い
。
先
行
研
究
で
は
、
調
査
記
録
の
記
述
を
も
と
に
調
査
の
目
的
を
検
討
し
て

い
る
。『
新
札
幌
市
史
』
は
、
蝦
夷
地
に
お
い
て
「
藩
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

処
の
し
か
た
が
あ
る
の
か
、
ま
た
箱
館
奉
行
の
施
策
と
協
調
で
き
る
分
野
が
あ

る
か
ど
う
か
を
探
ろ
う
と
し
た
」
と
考
察
し
て
い
る（

（6
（

。
濱
口
裕
介
氏
は
調
査
の

目
的
を
「
①
上
知
直
後
の
蝦
夷
地
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
、
②
そ
の
上
で
幕

府
の
蝦
夷
地
経
営
方
針
を
検
討
し
、
ま
た
今
後
実
施
す
べ
き
具
体
的
な
開
発
計

画
を
立
案
す
る
こ
と
、
③
そ
の
か
た
わ
ら
、
老
中
ら
が
お
の
お
の
の
藩
に
お
け
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る
家
臣
を
在
住
と
し
て
蝦
夷
地
に
移
住
せ
し
む
こ
と
の
是
非
と
得
失
を
探
る
こ

と
」
の
三
点
に
整
理
し
た（

（6
（

。

　

蝦
夷
地
直
轄
に
よ
っ
て
蝦
夷
地
の
支
配
は
箱
館
奉
行
が
担
い
、
蝦
夷
地
の
情

報
は
箱
館
奉
行
か
ら
老
中
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
老
中
の
蝦
夷
地
政
策
に
お
い
て

箱
館
奉
行
の
見
解
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
家
臣
を
蝦
夷
地
に
派
遣
し
た
理
由
は
何
か
。
そ
の
理
由
と
し
て

濱
口
氏
は
③
の
老
中
ら
の
家
臣
移
住
を
挙
げ
る
。 

　

た
だ
し
、
濱
口
氏
自
身
も
③
を
「
か
た
わ
ら
」
と
述
べ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、『
新
札
幌
市
史
』
や
濱
口
氏
は
藩
の
立
場
で
の
蝦
夷
地
開
発
や
蝦
夷
地

進
出
を
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
の
た
め
、
老
中
の
家
臣

4

4

4

4

4

と
い

う
視
点
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
調
査
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
藩
主
の
幕
閣
で

の
職
務
に
資
す
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
老
中
ら
が
家

臣
を
蝦
夷
地
に
派
遣
す
る
こ
と
は
、
老
中
ら
の
藩
に
よ
る
蝦
夷
地
移
住
の
検
討

や
藩
の
立
場
か
ら
の
蝦
夷
地
開
発
へ
の
協
力
に
必
ず
し
も
つ
な
が
る
と
は
限
ら

な
い
。
そ
れ
は
、「
家
臣
に
よ
る
情
報
収
集
の
量
や
質
が
、
藩
主
の
幕
政
運
営

の
遂
行
に
つ
な
が
っ
て
い
く
」
か
ら
で
あ
る（

（7
（

。

　

杉
谷
氏
は
『
懐
旧
紀
事
』
の
「
蝦
夷
地
開
拓
ハ
箱
館
奉
行
ニ
委
任
セ
リ
ト
雖

モ
」
の
文
言
に
着
目
し
、「
老
中
た
ち
が
箱
館
奉
行
を
全
面
的
に
信
頼
で
き
な

か
っ
た
事
情
を
表
し
て
い
る
」
と
す
る（

（7
（

。
老
中
が
蝦
夷
地
政
策
を
行
う
上
で
、

箱
館
奉
行
以
外
か
ら
の
情
報
を
得
て
お
い
て
損
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
特
に
前

述
し
た
オ
ロ
ッ
コ
の
撫
育
の
よ
う
に
、
老
中
と
箱
館
奉
行
と
の
間
に
意
見
の
不

一
致
が
あ
る
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
派
遣
さ
れ
た
老
中
の
家
臣
た
ち
は
、
道
中
で
会
っ

た
際
に
交
流
し
て
い
る
。
佐
倉
藩
士
の
場
合
、
福
山
藩
士
と
会
え
ば
「
閑
語
夜

に
徹
す
」
ほ
ど
話
が
弾
み（

（7
（

、
関
宿
藩
士
が
険
し
い
道
を
進
む
と
聞
け
ば
「
我
等

其
労
を
慰
し
て
遣
る
」
と
い
う
様
子
で
あ
っ
た（

（7
（

。
福
山
藩
士
と
は
カ
ラ
フ
ト
で

行
程
の
相
談
も
行
っ
て
い
る（

（7
（

。
関
宿
藩
士
成
石
修
輔
は
福
山
藩
士
石
川
和
介
に

つ
い
て
「
石
川
ぬ
し
い
つ
に
か
わ
ら
ぬ
懇
な
る
教
示
給
り
ぬ
れ
ば
、
こ
こ
ろ
に

嬉
し
く
二
百
里
外
知
る
人
も
な
き
中
な
れ
ば
、
お
の
れ
が
藩
の
人
の
如
く
に
、

頼
も
し
く
も
か
た
じ
け
な
く
も
お
ぼ
え

（
マ
マ
）侍

る
」
と
述
べ
て
い
る（

（7
（

。
こ
の
よ
う

に
、
同
じ
老
中
家
臣
と
し
て
協
力
し
て
調
査
を
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
垣
間
見

ら
れ
る
。

　

以
上
の
状
況
か
ら
も
、
幕
末
期
の
老
中
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
の
主
目
的

は
、
藩
主
の
幕
閣
で
の
職
務
に
必
要
な
情
報
収
集
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ

う
。『
新
札
幌
市
史
』
や
濱
口
氏
の
い
う
、
藩
の
立
場
で
の
蝦
夷
地
開
発
や
蝦

夷
地
進
出
の
意
識
は
全
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
副
次
的
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
意
識
は
調
査
中
に
小
さ
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
佐
倉
藩
士
林
弥
六
は
「
御
大
名
者
大
小
分
限
に
応
し
領
国
之
開
発
も
追
々

有
之
国
中
善
政
に
い
た
し
候
ニ
無
暇
ニ
付
、
此
上
大
地
切
開
候
者
余
計
物
々
相

成
候
ニ
付
御
持
被
成
候
而
も
開
発
無
詮
事
と
奉
存
候（

（7
（

」
と
述
べ
、
蝦
夷
地
の
土

地
を
手
に
入
れ
て
開
発
し
て
も
報
わ
れ
な
い
と
す
る
。
福
山
藩
士
石
川
和
介
は

「
諸
家
江
御
預
ケ
之
可
否
者
先
ツ
不
宜
方
ニ
可
有
御
坐
、
無
拠
公
辺
御
一
手
御

開
拓
之
外
無
之
儀
と
奉
存
候（

（7
（

」
と
、
諸
大
名
へ
の
分
割
に
否
定
的
な
見
解
を
示

す
。
林
弥
六
や
石
川
和
介
は
、
蝦
夷
地
の
開
発
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、
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藩
士
を
蝦
夷
地
に
移
住
さ
せ
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
佐
倉
藩
蝦
夷
地
調
査
の
全
体
像
を
把
握
し
、
幕
末
の
政
治
外
交

を
踏
ま
え
て
老
中
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
、
老
中
が
蝦
夷
地
に
家
臣
を
派
遣
す
る
に
至
っ
た
過
程
で
あ

る
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
老
中
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地
調
査
は
、
福
山
藩

主
阿
部
正
弘
の
提
案
の
も
と
、
佐
倉
藩
主
堀
田
正
睦
と
と
も
に
行
わ
れ
た
。
阿

部
が
積
極
的
に
蝦
夷
地
調
査
に
乗
り
出
し
た
背
景
と
し
て
、
蝦
夷
地
上
知
後
に

未
だ
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
政
策
の
決
定
に
資
す
る
情
報
を
求
め
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
安
政
三
年
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
終
結
に
よ
り
幕
府
の
カ
ラ
フ

ト
政
策
が
転
換
し
た
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
出
来
事
が
安
政
四
年
の
調
査
派
遣
に

影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
単
純
に
安
政
三
年
の
調
査
の
延
長
線
上
に

実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
調
査
の
目
的
と
し
て
、
先
行
研
究

で
は
藩
の
立
場
で
の
蝦
夷
地
開
発
、
藩
士
の
蝦
夷
地
進
出
が
注
目
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
調
査
団
は
幕
政
や
日
露
関
係
の
影
響
を
受
け
て
派
遣
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
老
中
が
政
策
遂
行
に
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
た
め
の
調
査
と
い

う
視
点
こ
そ
重
要
で
あ
る
。 

　

最
後
に
調
査
後
の
動
向
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
堀
田
正
睦
は
安

政
四
年
以
降
、
ハ
リ
ス
と
の
対
応
に
追
わ
れ
て
お
り
、
安
政
五
年
に
条
約
勅
許

を
得
る
た
め
京
都
に
赴
い
た
が
失
敗
す
る
。
大
老
井
伊
直
弼
の
登
場
に
よ
り
同

年
六
月
二
三
日
、
堀
田
は
老
中
を
罷
免
さ
れ
た
。
豊
富
な
調
査
記
録
を
残
し
た

佐
倉
藩
の
蝦
夷
地
調
査
の
成
果
は
幕
政
に
生
か
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い（

（7
（

。

　

し
か
し
、
調
査
成
果
が
全
く
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
安
政
四

年
一
〇
月
、
西
周
助
（
周
）
は
一
橋
慶
喜
に
蝦
夷
地
開
発
に
関
す
る
上
申
書
を

提
出
す
る（

（8
（

。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
佐
波
銀
次
郎
の
情
報
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
安
政
五
年
四
月
、
西
が
蕃
書
調
所
に
採
用
に
な
っ
た
際

の
身
分
は
「
堀
田
備
中
守
家
来
佐
波
銀
次
郎
厄
介
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る（
（8
（

。
さ
ら
に
、
同
年
一
二
月
一
六
日
、
佐
波
は
西
の
仲
人
を
務
め
て
お
り（

（8
（

、
佐

波
と
西
の
関
係
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
成
果
の
活
用
が
他

に
も
見
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
他
藩
の
状
況
も
含
め
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

注

（
1
）　

杉
谷
昭
「
安
政
年
間
に
お
け
る
蝦
夷
地
政
策
」『
研
究
論
文
集
』
第
三
三
集
第

二
号
（
Ⅰ
）、
佐
賀
大
学
教
育
学
部
、
一
九
八
六
年
。

（
2
）　

札
幌
市
教
育
委
員
会
編
『
新
札
幌
市
史
』
第
一
巻
通
史
一
（
札
幌
市
、

一
九
八
九
年
）、
第
四
編
第
三
章
第
一
節
、
君
尹
彦
執
筆
部
分
。

（
3
）　

濱
口
裕
介
「
安
政
年
間
に
お
け
る
老
中
家
臣
の
蝦
夷
地
調
査
」『
史
友
』
第

三
五
号
、
二
〇
〇
三
年
、
四
九
頁
。

（
4
）　

青
柳
嘉
忠
「
佐
倉
藩
の
絵
か
き
」（『
佐
倉
市
史
研
究
』
第
二
号
、
一
九
八
四

年
）、
鈴
木
忠
『
佐
波
銀
次
郎
の
生
涯
』（
佐
倉
歴
史
顕
彰
会
、
一
九
九
一
年
）、

濱
口
裕
介
「
須
藤
秀
之
助
『
唐
太
紀
行
』
―
佐
倉
藩
士
の
カ
ラ
フ
ト
調
査
記
録

を
読
む
―
」（『
佐
倉
市
史
研
究
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
「「【
講
演

録
】
幕
末
期
カ
ラ
フ
ト
を
踏
査
し
た
佐
倉
藩
士
た
ち
―
『
北
蝦
夷
画
帖
』『
唐
太
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紀
行
』
か
ら
見
え
る
こ
と
―
」（『
佐
倉
市
史
研
究
』
第
三
一
号
、二
〇
一
八
年
）、

本
田
克
代
・
吉
田
千
萬
「
史
料
紹
介　

佐
倉
藩
士
の
ク
ナ
シ
リ
島
・
エ
ト
ロ
フ

島
調
査
」（『
北
海
道
の
歴
史
と
文
化
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
六
年
）、
坂
本
弘
毅
「
安
政
四
年
の
佐
倉
藩
蝦
夷
地
調
査
と
奥
蝦
夷
地
の

実
態
」（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
『
北
海
道
・
東
北
史
研
究
』
第
一
一
号
、

二
〇
一
八
年
）。

（
5
）　

後
藤
敦
史
『
開
国
期
徳
川
幕
府
の
政
治
と
外
交
』
有
志
舎
、
二
〇
一
五
年
。

（
6
）　

麓
慎
一
「
幕
末
に
お
け
る
蝦
夷
地
上
知
過
程
と
樺
太
問
題
」『
歴
史
学
研
究
』

第
六
七
一
号
、
一
九
九
五
年
。

（
7
）　

秋
月
俊
幸
『
日
露
関
係
と
サ
ハ
リ
ン
島
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
。

（
8
）　

佐
倉
市
総
務
部
行
政
管
理
課
佐
倉
市
史
編
さ
ん
担
当
編
『
保
受
録
徒
以
下

末
々
迄
』
佐
倉
市
、
二
〇
〇
三
年
、
一
八
八
頁
。

（
9
）　

公
益
財
団
法
人
日
産
厚
生
会
佐
倉
厚
生
園
病
院
所
蔵
。
現
在
佐
倉
市
に
寄
託

さ
れ
て
い
る
（
請
求
記
号
：
Ｃ
1
～
Ｃ
4
）。
成
立
は
慶
応
年
間
。「
上
ノ
上
」、

「
上
ノ
下
」、「
下
ノ
上
」、「
下
ノ
下
」
の
四
冊
か
ら
な
る
。
近
年
、
そ
の
翻
刻
が

刊
行
さ
れ
た
（
野
尻
泰
弘
ほ
か
編
『
史
料
集　

佐
倉
藩
幕
末
分
限
帳
』
明
治
大

学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
野
尻
研
究
室
、
二
〇
一
九
年
）。

（
10
）　

大
谷
貞
夫
編
『
下
総
佐
倉
藩
堀
田
家
文
書
』
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版
、

一
九
八
八
年
、
リ
ー
ル
一
四
～
四
三
。『
保
受
録
』
に
は
寛
政
年
間
に
編
纂
さ
れ

た
『
保
受
録
』
と
、
寛
政
年
間
か
ら
文
久
年
間
ま
で
を
ま
と
め
た
『
保
受
録
』

が
あ
る
。
後
者
は
『
保
受
録
家
老
以
下
新
番
格
迄
』
一
四
冊
と
『
保
受
録
徒
以

下
末
々
迄
』
三
冊
の
計
一
七
冊
か
ら
な
る
。『
保
受
録
徒
以
下
末
々
迄
』
は
翻

刻
、
出
版
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
（
8
）『
保
受
録
徒
以
下
末
々
迄
』）。

（
11
）　

兄
の
平
野
縫
殿
重
久
は
年
寄
、
城
代
次
席
、
版
籍
奉
還
後
に
は
佐
倉
藩
大
参

事
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
（
家
臣
人
名
事
典
編
纂
委
員
会
編
『
三
百
藩

家
臣
人
名
事
典
』
3
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
八
年
、
七
一
、七
二
頁
）。

（
12
）　

斎
藤
拙
堂
に
は
『
海
外
異
伝
』『
魯
西
亜
外
記
』
な
ど
の
著
作
が
あ
り
、
海
外

事
情
に
も
通
じ
て
い
た
。
窪
田
は
斎
藤
か
ら
海
外
事
情
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い

た
と
み
ら
れ
る
。

（
13
）　

前
掲
注
（
10
）『
下
総
佐
倉
藩
堀
田
家
文
書
』
リ
ー
ル
五
、「
文
明
公
記
」

一
六
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
二
月
、
逼
塞
の
処
分
を
受
け
、
二
〇
石
召

上
、
席
給
人
末
席
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
遊
学
の
暇
を
賜
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
妻
の
家
に
寓
居
し
、
子
を
生
ま
し
め
」
た
た
め
で
あ
る
。
翌
年
二
月
に
逼
塞
は

解
か
れ
た
が
、『
分
限
帳
』
の
窪
田
穀
太
郎
（
官
兵
衛
の
子
）
の
項
に
は
「
安
政

六
未
十
月
十
六
日
、
亡
父
官
兵
衛
跡
式
八
十
石
被
下
置
、
格
式
給
人
末
席
」
と

あ
り
、
石
高
・
格
式
は
そ
の
後
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
前
掲
注

（
9
）
野
尻
ほ
か
編
『
史
料
集　

佐
倉
藩
幕
末
分
限
帳
』
五
四
頁
）。

（
14
）　

前
掲
注
（
4
）
青
柳
「
佐
倉
藩
の
絵
か
き
」
六
頁
。

（
15
）　
『
協
和
私
役
』
六
月
二
四
日
条
、『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
四
巻
、

三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
、
二
二
五
頁
。
以
下
、『
協
和
私
役
』
の
ペ
ー
ジ
数
は

『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
に
よ
る
。

（
16
）　

同
右
、
七
月
一
五
日
条
、
二
三
七
頁
。

（
17
）　

前
掲
注
（
16
）『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
四
巻
。

（
18
）　

請
求
記
号
：
旧
記
三
二
五
。

（
19
）　

請
求
記
号
：
Ｋ
２
９
０
ク
ホ
５
０
１
０
。
本
稿
で
は
北
海
道
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
の
複
写
本
を
利
用
し
た
（
旧
記
一
一
九
一
）。

（
20
）　

道
立
図
書
館
本
（
請
求
記
号
：
０
９
４
／
Ｋ
Ｏ
／
２
３
６
）、
仏
教
図
書
館
本

（
請
求
記
号
：
ロ
４
６
７
０-

０
０
０
２
）。

（
21
）　

成
田
山
文
化
財
団
成
田
図
書
館
編
・
発
行
『
成
田
図
書
館
蔵
書
分
類
目
録
』

六
、一
九
八
〇
年
、
四
七
九
頁
。

（
22
）　

公
益
財
団
法
人
日
産
厚
生
会
佐
倉
厚
生
園
病
院
所
蔵
、
佐
倉
市
寄
託
史
料

（
請
求
記
号
：
Ｙ
25
〜
29
）。
佐
倉
本
『
協
和
私
役
』
の
存
在
に
つ
い
て
は
土
佐

博
文
氏
（
佐
倉
市
史
編
さ
ん
担
当
（
当
時
））
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
23
）　

真
辺
将
之
「
明
治
期
『
旧
藩
士
』
の
意
識
と
社
会
的
結
合
」『
史
学
雑
誌
』
第

安政期の老中家臣による蝦夷地調査の背景 坂本　弘毅

(45) (44)

20-09-254　(27)_逆丁縦組_坂本弘毅様_171号.indd   45 2021/02/05   午後 5:21:03



一
一
四
編
第
一
号
、
二
〇
〇
五
年
、
八
一
頁
。

（
24
）　

前
掲
注
（
16
）『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
四
巻
、
二
二
四
頁
。

（
25
）　

請
求
記
号
：
Ｂ
20
。
北
海
道
立
文
書
館
で
は
、「
堀
田
備
中
守
御
家
来
箱
館
ヨ

リ
ソ
ウ
ヤ
迄
路
程
書
留
」
と
登
録
さ
れ
て
い
る
。「
書
留
」
と
あ
る
が
、
表
題
を

見
る
と
「
書
取
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
26
）　

木
部
誠
二
『
福
山
藩
蝦
夷
見
分
「
観
国
録
」
と
有
所
不
為
齋
雑
録
の
北
方
関

係
史
料
』
添
川
廉
齋
遺
徳
顕
彰
会
、
二
〇
一
七
年
。

（
27
）　

前
掲
注
（
10
）『
下
総
佐
倉
藩
堀
田
家
文
書
』
リ
ー
ル
五
、「
文
明
公
記
」

一
六
。

（
28
）　

前
掲
注
（
10
）『
下
総
佐
倉
藩
堀
田
家
文
書
』
リ
ー
ル
二
〇
九
。

（
29
）　

林
の
格
で
あ
る
「
御
通
掛
以
下
」
は
藩
主
に
御
目
見
得
で
き
な
い
（
藤
方
博

之
・
長
谷
川
佳
澄
「
解
説
」
前
掲
注
（
9
）
野
尻
ほ
か
編
『
史
料
集　

佐
倉
藩

幕
末
分
限
帳
』
二
八
五
頁
）。

（
30
）　

佐
倉
藩
士
の
格
は
、
上
か
ら
「
給
人
」「
中
小
姓
」「
御
通
掛
」「
御
通
掛
以

下
」
の
四
つ
に
分
か
れ
て
い
た
（
木
村
礎
ほ
か
編
『
藩
史
大
事
典
』
第
二
巻
、

雄
山
閣
、
一
九
八
九
年
、
四
六
七
頁
）。

（
31
）　

前
掲
注
（
10
）『
下
総
佐
倉
藩
堀
田
家
文
書
』
リ
ー
ル
五
、「
文
明
公
記
」

一
六
。

（
32
）　

今
村
次
郎
橘
『
蝦
夷
日
記
』
今
村
喬
氏
所
蔵
、
佐
倉
市
寄
託
史
料
。
本
稿
で

は
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
複
写
本
を
使
用
し
た
（
旧
記
一
五
五
〇
）。

（
33
）　

前
掲
注
（
4
）
濱
口
「
須
藤
秀
之
助
『
唐
太
紀
行
』
―
佐
倉
藩
士
の
カ
ラ
フ

ト
調
査
記
録
を
読
む
―
」。

（
34
）　

請
求
記
号
：
ロ
４
６
７
９-

０
０
０
１
。
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
に
は
そ
の

複
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
旧
記
一
五
四
八
）。

（
35
）　

以
上
、
前
掲
注
（
4
）
濱
口
「
須
藤
秀
之
助
『
唐
太
紀
行
』
―
佐
倉
藩
士
の

カ
ラ
フ
ト
調
査
記
録
を
読
む
―
」。

（
36
）　

請
求
記
号
：
旧
記
一
五
絵
五
（
一
）。

（
37
）　

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
請
求
記
号
：
旧
記
一
五
五
四
（
二
））。

（
38
）　

前
掲
注
（
3
）
濱
口
「
安
政
年
間
に
お
け
る
老
中
家
臣
の
蝦
夷
地
調
査
」。

（
39
）　

濱
野
章
吉
編
『
懐
旧
紀
事
』
一
八
九
九
年
、
七
六
八
頁
。

（
40
）　

前
掲
注
（
2
）『
新
札
幌
市
史
』
第
一
巻
通
史
一
、六
六
九
頁
。

（
41
）　

前
掲
注
（
3
）
濱
口
「
安
政
年
間
に
お
け
る
老
中
家
臣
の
蝦
夷
地
調
査
」

三
八
頁
。

（
42
）　
『
協
和
私
役
』
八
月
一
三
日
条
、
二
四
七
頁
。

（
43
）　

前
掲
注
（
39
）
濱
野
編
『
懐
旧
紀
事
』
七
六
八
頁
。

（
44
）　

以
上
、『
第
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
』
七
巻
、
二
四
七
号
、

六
五
七
〜
六
七
五
頁
。

（
45
）　

同
右
、
七
巻
、
二
四
九
号
、
六
七
八
〜
六
七
九
頁
。

（
46
）　
『
水
戸
藩
史
料
』
上
編
乾
、
五
七
一
～
五
七
二
頁
。

（
47
）　
『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
』
九
巻
、
一
三
二
号
、
二
七
三
〜

二
七
四
頁
。

（
48
）　

前
掲
注
（
6
）
麓
「
幕
末
に
お
け
る
蝦
夷
地
上
知
過
程
と
樺
太
問
題
」
一
三

頁
。

（
49
）　

以
上
、
前
掲
注
（
5
）
後
藤
『
開
国
期
徳
川
幕
府
の
政
治
と
外
交
』
二
二
八

頁
。

（
50
）　

吉
田
常
吉
『
安
政
の
大
獄
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
七
五
頁
。

（
51
）　

前
掲
注
（
5
）
後
藤
『
開
国
期
徳
川
幕
府
の
政
治
と
外
交
』
二
五
三
頁
。

（
52
）　

前
掲
注
（
2
）『
新
札
幌
市
史
』
第
一
巻
通
史
一
、六
六
九
頁
。

（
53
）　
『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
』
一
四
巻
、
一
五
〇
号
、
四
二
九
〜

四
三
〇
頁
。

（
54
）　

同
右
、
一
四
巻
、
一
九
二
号
、
五
六
四
〜
五
六
五
頁
。

（
55
）　

同
右
、
一
五
巻
、
一
九
号
、
四
九
〜
五
二
頁
。

（
56
）　

同
右
、
一
五
巻
、
四
二
号
、
九
五
〜
一
〇
〇
頁
。

（
57
）　
『
続
通
信
全
覧
』
類
輯
之
部　

一
五　

警
衛
門
、
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
六
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年
、
一
六
〇
頁
。

（
58
）　
『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
』
一
五
巻
、
一
一
二
号
、
二
五
六
〜

二
五
八
頁
。

（
59
）　

前
掲
注
（
57
）『
続
通
信
全
覧
』
類
輯
之
部　

一
五　

警
衛
門
、
一
五
七
頁
。

（
60
）　

同
右
、
一
五
二
頁
。

（
61
）　

前
掲
注
（
6
）
麓
「
幕
末
に
お
け
る
蝦
夷
地
上
知
過
程
と
樺
太
問
題
」
一
五

頁
。

（
62
）　

前
掲
注
（
7
）
秋
月
『
日
露
関
係
と
サ
ハ
リ
ン
島
』
一
三
五
頁
。

（
63
）　

前
掲
注
（
3
）
濱
口
「
安
政
年
間
に
お
け
る
老
中
家
臣
の
蝦
夷
地
調
査
」

五
五
頁
。

（
64
）　
『
唐
太
紀
行
』
閏
五
月
二
〇
日
条
。

（
65
）　
『
唐
太
紀
行
』
五
月
一
六
日
条
。

（
66
）　
『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
』
一
五
巻
、
三
六
号
、
八
三
〜
八
六

頁
。
須
藤
が
聞
い
た
話
と
地
名
な
ど
若
干
の
齟
齬
が
見
ら
れ
る
が
、
概
ね
内
容

は
一
致
し
て
い
る
。

　
　
　

須
藤
が
「
江
沢
少
く
魯
語
を
解
せ
り
」（
五
月
一
六
日
条
）
と
記
し
て
い
る
こ

と
は
、
日
本
人
の
ロ
シ
ア
語
学
習
の
点
で
興
味
深
い
。
浅
利
政
俊
氏
は
近
世
北

海
道
で
の
ロ
シ
ア
語
学
習
は
三
期
に
分
け
ら
れ
る
と
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
、

第
一
期
は
寛
政
期
に
ラ
ク
ス
マ
ン
一
行
か
ら
学
ぶ
時
期
、
第
二
期
は
文
化
期
に

ゴ
ロ
ウ
ニ
ン
と
そ
の
部
下
モ
ウ
ル
か
ら
学
ぶ
時
期
、
第
三
期
は
安
政
五
年
に
ロ

シ
ア
領
事
館
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、
領
事
や
宣
教
師
か
ら
学
ぶ
時
期
で
あ
る

（
浅
利
政
俊
「
近
世
北
海
道
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
通
辞
・
ロ
シ
ア
語
習
得
に
関
す

る
教
育
史
考
察
（
上
）」『
松
前
藩
と
松
前
』
第
二
一
号
、
一
九
八
四
年
、
五
八

頁
）。
浅
利
氏
は
第
二
期
の
の
ち
「
北
海
道
で
再
び
ロ
シ
ア
語
の
習
得
が
な
さ
れ

始
め
る
の
は
箱
館
開
港
に
と
も
な
っ
て
ロ
シ
ア
領
事
館
が
安
政
五
年
、
箱
館
に

置
か
れ
て
か
ら
」
と
す
る
（
浅
利
政
俊
「
近
世
北
海
道
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
通

辞
・
ロ
シ
ア
語
習
得
に
関
す
る
教
育
史
考
察
（
下
）」『
松
前
藩
と
松
前
』
第

二
二
号
、
一
九
八
四
年
、
五
六
頁
）。
カ
ラ
フ
ト
で
は
ロ
シ
ア
人
と
の
接
触
が
相

次
ぎ
自
然
と
ロ
シ
ア
語
を
理
解
す
る
和
人
が
出
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
浅

利
氏
は
こ
の
状
況
を
教
育
と
み
な
し
て
い
な
い
た
め
に
考
察
対
象
と
し
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
領
事
館
開
設
前
に
ロ
シ
ア
語
を
少
し
で
は
あ
る
が
理

解
す
る
人
物
が
い
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
と
考
え
る
。

（
67
）　
『
唐
太
紀
行
』
閏
五
月
二
六
日
条
。
ス
レ
メ
ン
ク
ル
へ
の
聞
き
取
り
に
つ
い
て

は
濱
口
氏
の
分
析
も
参
照
さ
れ
た
い
（
前
掲
注
（
5
）
濱
口
「【
講
演
録
】
幕
末

期
カ
ラ
フ
ト
を
踏
査
し
た
佐
倉
藩
士
た
ち
―
『
北
蝦
夷
画
帖
』『
唐
太
紀
行
』
か

ら
見
え
る
こ
と
―
」
一
二
〜
一
四
頁
）。

（
68
）　

前
掲
注
（
2
）『
新
札
幌
市
史
』
第
一
巻
通
史
一
、六
六
九
頁
。

（
69
）　

前
掲
注
（
3
）
濱
口
「
安
政
年
間
に
お
け
る
老
中
家
臣
の
蝦
夷
地
調
査
」
四

九
頁
。

（
70
）　

門
松
秀
樹
『
開
拓
使
と
幕
臣
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
。

（
71
）　

根
岸
茂
夫
「【
講
演
録
】
佐
倉
藩
堀
田
家
と
そ
の
家
臣
団
」『
佐
倉
市
史
研
究
』

第
二
三
号
、
二
〇
一
〇
年
。

（
72
）　

前
掲
注
（
1
）
杉
谷
「
安
政
年
間
に
お
け
る
蝦
夷
地
政
策
」
一
二
〇
頁
。

（
73
）　
『
協
和
私
役
』
八
月
一
三
日
条
、
二
四
七
頁
。

（
74
）　
『
唐
太
紀
行
』
閏
五
月
三
日
条
。

（
75
）　
『
唐
太
紀
行
』
五
月
二
四
日
条
。

（
76
）　
『
東
徼
私
筆
』
四
月
一
二
日
条
、
大
野
良
子
校
註
『
東
徼
私
筆
』
政
界
往
来

社
、
一
九
七
八
年
、
三
七
頁
。

（
77
）　

林
弥
六
「
上
〔
蝦
夷
地
開
発
ニ
関
ス
ル
上
書
〕」
前
掲
注
（
10
）『
下
総
佐
倉

藩
堀
田
家
文
書
』
リ
ー
ル
二
〇
九
。

（
78
）　

以
上
、
前
掲
注
（
26
）
木
部
『
福
山
藩
蝦
夷
見
分
「
観
国
録
」
と
有
所
不
為

齋
雑
録
の
北
方
関
係
史
料
』
三
五
九
～
三
六
〇
頁
。

（
79
）　

前
掲
注
（
2
）『
新
札
幌
市
史
』
第
一
巻
通
史
一
、六
七
二
頁
。
前
掲
濱
口

「
安
政
年
間
に
お
け
る
老
中
家
臣
の
蝦
夷
地
調
査
」
五
八
頁
。
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（
80
）　

西
周
「
西
家
譜
略
」
大
久
保
利
謙
編
『
西
周
全
集
』
第
三
巻
、
七
三
四
頁
。

（
81
）　

同
右
。

（
82
）　

前
掲
注
（
4
）
鈴
木
『
佐
波
銀
次
郎
の
生
涯
』
三
八
頁
。
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Background to Survey Missions to Hokkaido and Sakhalin 
Dispatched by Members of Shogun’s Council of Elders in the 

Middle Nineteenth Century

SAKAMOTO Hiroki

　　The purpose of this paper is to consider the background to survey of Hokkaido and 
Sakhalin, conducted under the order of members of Shogun’s Council of Elders in 1856 and 
1857.  The major purpose was to gain information necessary and useful for the 
administration of the Tokugawa Shogunate.  Hokkaido and Sakhalin belonged to the 
Matsumae Fuedal domain in most of the Tokugawa Period.  In 1855, these islands 
transferred to the direct control of the Tokugawa Shogunate in order to cope with 
challenging issues, such as the development of these large islands, opening of the Hakodate 
port to foreign countries, and determining the national border with Russia.
　　Immediately after the transfer, two members of the Council of Elders, HOTTA 
Masayoshi（1810-1864）and ABE Masahiro（1819-1857）, dispatched a survey team to 
Hokkaido in 1856.  HOTTA was the head of the Council of Elders and the feudal lord of the 
Sakura Domain in the present northern Chiba Prefecture.  At that time, the Shogunate had 
not fixed any fundamental policies concerning the management of Hokkaido and Sakhalin.  
Therefore, ABE considered it necessary to gather information necessary for deciding the 
policies, and HOTTA agreed with him on the dispatch.
　　In 1857, all the five members of the Council of Elders dispatched survey missions to 
Hokkaido and, more importantly, Sakhalin.  The author considers that the background to 
the survey in this year should be distinguished from that of 1856 because the Tokugawa 
Shogunate changed policies on the management of Sakhalin in 1856.  This change was an 
outcome of the end of the Crimean War in 1856 where a battle also took place in Kamchatka 
peninsula.
　　In this paper, the author also summarizes the aspects of the survey missions dispatched 
by HOTTA who played the central role in the surveys in Hokkaido and Sakhalin, including 
the party members, survey routes, and records of the surveys.

Keywords: middle nineteenth century Japan, diplomacy of the Tokugawa Shogunate, 
Hokkaido and Sakhalin.

安政期の老中家臣による蝦夷地調査の背景 坂本　弘毅

(49) (48)

20-09-254　(27)_逆丁縦組_坂本弘毅様_171号.indd   49 2021/02/05   午後 5:21:03


